
本誌は、職場や家庭に持ち帰って、皆さんでご一緒にお読み下さい

The Rotary Club of Takasago Seisho, Japan
2019 － 20年度国際ロータリーのテーマ

ロータリーは世界をつなぐ
ROTARY CONNECTS THE WORLD

No.112019年10月16日 発行
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会員卓話　廣瀬明正会員

本年5月1日、平成から令和へと御代が替わりました。昭和から平成
の時は昭和天皇の崩御で自粛ムードが広がり、各種のイベントが中止
になるなど、国中に重苦しい雰囲気が漂っていました。ところが、今
回は上皇陛下のご譲位によるもので、国内は明る＜祝賀の中で新しい
時代を迎えることができました。

平成28年8月8日、上皇陛下は〝象徴としてのお務めについて〟ビ
デオメッセージでお気持ちを述べられました。このお言葉に多くの国
民が共感しました。それは永年国民に寄り添い歩んでこられた両陛下
に対し、これからはゆっくりとお過ごし下さいという国民の感謝の表れでもありました。しかし、
一部の保守派からは反対の声が上がりました。天皇は「ご存在の尊さ」が重要であって、譲位への
お気持ちを示唆されたことにより、「パンドラの箱」が開けられてしまったというのです。

皇室典範には譲位の規定はありません。そこで、政府は「天皇の公務の負担軽減等に関する有識
者会議」を開催し、専門家（16名）の意見をヒアリングしました。その中には、終身在位すべき、
世俗のことを天皇の役割と考えるのはいかがなものか、国民の目に触れるような活動は必要ない、
祭り主として存在することに最大の意義があるなど、譲位に反対する意見も多く見られました。

しかし、最終的には御一代に限る「天皇の退位等に関する皇室典範特例法」が平成29年6月に成立、
公布され、この度の御代替りが実現したのであります。令和の時代を迎え、もう一度譲位に反対し
た有識者の皆さんにお聞きしたいと思います。「今でも上皇陛下が譲位されたことに反対ですか」と。

「御大礼」とは、天皇の即位に係わる数多くの儀式の総称ですが、10月22日には皇位につかれた
天皇陛下が高御座に登られ、国内外に即位を宣言される「即位礼正殿の儀」が行われます。そして、
11月14日・15日には即位後初めて新穀をお供えする新嘗祭で、御一代に一度の重儀とされる「大
嘗祭」が執り行われ、国家・国民の安寧と五穀豊穣を祈念されます。平和で豊かなわが国の発展を願い、
国民こぞって「御大礼」をお祝いしたいものです。

そして、今後の重大な課題は「特例法」の附帯決議に基づく、「安定的な皇位継承を確保するため
の諸課題」や「女性宮家の創設等」について政府が検討をはじめることです。現制度下では、皇位
の継承という重要な問題を天皇陛下はお決めになることはできず、皇室典範に基づかねばなりませ
ん。ご譲位の時と同じく、規定外のことが行われる場合は、典範の改正か特例法によらねばなりま
せん。

政府はこの問題について、譲位の時と同じように有識者会議を開くでしょうが、おそらく「皇位は、
皇統に属する男系の男子が、これを継承する。」と規定されている皇室典範を改正せず、「女性天皇」

「女（母）系天皇」には反対という意見が出ると思います。しかし、今のままでは、皇室の次世代の
男子は悠仁親王お一人だけになります。男系の伝統を守ろうとする意見を否定はしません。ただ、
側室制度もなくなり、一夫一婦制となった現代、男（父）系継承の維持は困難になってきております。
それゆえ、皇室存続のためには、男女にかかわりなく皇位継承の資格を認めるように典範を改正し
なければならないと思います。そうすれば、天皇のお子様である愛子内親王は皇太子となられ、将
来女性天皇となられる道が開かれるでしょう。

いずれにしても、皇室の行く末さえも国民（国会議員）に委ねざるを得ない制度の下にあって、
好き勝手な議論は慎み、天皇陛下・上皇陛下の御心に叶う法整備が進むことを願っております。

「令和の新時代を迎えて」

廣瀬　明正会長



幹事報告　第 11 回（通算 1940 回）

１．ガバナー事務所より
　　「タイ王国ダムロンランドソンクロ」高校生来日ツアー・交流会の
　　ご案内が届いております。
　　希望される方は、事務局に 10 月 9 日までにご連絡下さい。

２．幹事より
　　ザ・ロータリアンが届いております。

以上、回覧致します。

10 月 16 日はクラブアッセンブリーで新井ガバナー補佐の訪問となっております
ので、多数のご出席をお願い申し上げます。

菱田　克己
創業記念・結婚記念お祝いありがとうございます。

大村　裕史・吉川　　弘・阪本　徹也
庄司　　武・伊藤　勝之
結婚記念お祝いありがとうございます。

吉川　　弘・大橋　卓司
誕生日お祝いありがとうございます。

櫻井　宣孝・西中　亮二・京谷　愼平
濵田　喜重・川崎　一生・田中　伸明
村上　則宏・西田　光衛・柿木　國夫
庄司　　武・増田　耕太郎・田中　浩行
坂口　嘉久
廣瀬さん卓話楽しみにしています。

廣瀬　明正
結婚記念お祝い有難うございます。また、本日卓
話をさせていただきます。

伊藤　勝之
昨日、甲府でリニアモーターカーに乗りました。
正式には2027年よりですが特別な人に特別なのり
方で乗れまして時速500kも経験しました。死ぬま
でに乗りたいと思っていましたが早すぎたかなと
心配しています。

佐野　栄作
廣瀬会員、本日卓話たのしみにしています。よろ
しくお願いします。

内海　　薫
花をかざりましょう。

出席者
佐　野 ○ 大　橋 ○ 三　枝 ○ 臨時出席者
村　上 ○ 志　方 × 松　下 ○
櫻　井 ○ 大　村 ○
都　倉 ○ 吉　川 ○
庄　司 ○ 濵　田 ○

議案事項：
１．１０月、１１月のプログラムの件（後記参照②）  ………………………………………… 承認

２．高砂市国際交流協会より「ラトローブ・ディ～国際交流バーベキュー～」での
　　コーヒー出店依頼について（１１月１７日（日）市ノ池公園） …………………………… 承認

３．その他   …………………………………………………………………………………………… 承認
　　　①納涼例会（令和元年９月７日（土））の収支報告の件
　　　②赤い羽根共同募金の協力についての件
　　　　社会奉仕委員会より＠５００×４３名＝２１,５００円拠出

報告事項
　　　①例会時に集めた「８月九州北部豪雨」災害支援金１９,０００円を
　　　　国際ロータリー第２６８０地区に送金しました。
　　　②出席率の向上にご協力を！
　　　③サーバー内データ消失について

会長挨拶：　佐野会長

報告事項：　出席報告　　  （村上　則宏）　　  （後記参照①）

　　　　　   会費納入状況（都倉　達殊）　　９月末　83.72%

通　算 第 513 回
2019 ～ 2020 第４回

日 令和元年 10月 4日
場　所 高砂商工会議所

高砂青松ロータリークラブ

11 月

６ 卓話 caitlin 様（オーストラリア）
【プログラム委員会担当】

13
卓話　㈱松下石材店　松下尚平様
「高砂名産竜山石について」（予定）
【クラブ会報・広報・記録委員会担当】

20 休会（定款第８条第１節（ｃ）による）

27 高砂警察署生活安全課　森川課長
【ロータリー財団委員会担当】

10 月

２ 会員卓話　廣瀬明正会員

９ 休会（定款第８条第１節（ｃ）による）

16 クラブアッセンブリー
ガバナー補佐訪問

23
米山奨学の卓話
邵帥（ｼｮｳ ｽｲ）様　（中国）
【米山奨学委員会担当】

30 ガバナー公式訪問
写真撮影（志野木写真館）

8/7 8/19 8/28 9/4 9/7 9/27
会　員　数 ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３
出　席　数 ２８ ２２ ２５ ２９ ２４ １８
メークアップ ３ ５ ２ ３
欠　席　数 ７ ８ ９ ６

（出席免除） １２ １２ １２ １２ １２ １２

①  出席報告

８月度 本クラブ出席率 68.66％  メークアップ率 9.17％  修正出席率77.90％
９月度 本クラブ出席率 ％  メークアップ率 ％  修正出席率 ％

②  10、11 月のプログラム

例会記録　2019.10.2（水）　通算 1937 回
ソ ン グ

出 席 報 告

創 業 記 念

誕 生 祝

「君が代」「奉仕の理想」「四つのテスト」

　９月　７日　会員数４３名　欠席者 １１名　  出席率　71.05％ （修正による）
　（この内出席免除者１２名） 

１０月　２日　会員数４３名　欠席者 １５名　  実出席者数　２８名
　（この内出席免除者１２名）   　出席率　65.11％

ハリマニックス㈱ 1961 年 10 月 1 日 菱田　克己会員 創業 58 年

結 婚 祝 伊藤　勝之会員　大村　裕史会員
吉川　　弘会員　増田耕太郎会員
阪本　徹也会員　砂川　仁史会員
廣瀬　明正会員　菱田　克己会員
庄司　　武会員　小西　文孝会員

植杉成一郎会員　吉川　　弘会員
青柳　　淳会員　大橋　卓司会員



10 月 16 日（水）クラブアッセンブリー　ガバナー補佐訪問  幕の内弁当
10 月 23 日（水）米山奨学卓話
10 月 30 日（水）ガバナー公式訪問
11 月 ６日（水）卓話 caitlin 様（オーストラリア）

◇  プログラム予定  ◇

競技の正式名称は、"rugby football（ラグビーフットポール）＂です。

ボールを奪い合って相手陣のインゴールまで運ぶ、あるいは H 型のゴー

ル上部に蹴り入れて得点を競うスポーツです。イングランド発祥の競技

ということもあって、イギリス、フランス、イタリアばかりでなく、オ

セアニア（オーストラリア、ニュージーランド、サモア、フィジー、ト

ンガ）および南アフリカ、アルゼンチンで人気の競技です。とりわけ英連邦諸国内ではサッカー

やクリケットと並ぶ人気スポーツです。ラグビーの起源は、「1823 年（文政 6 年〔勝海舟生誕〕）、

イングランドの有名なパブリックスクールであるラグビー校でのフットボールの試合中、生徒の

一人エリス少年がボールを抱えたまま相手のゴール目指して走り出した」ことだとされています。

1840 年頃にはボールを持って走る「ランニングイン」が確立して普及しだしたのは確かであるが、

その第 1 号がエリス少年だったかどうかについては諸説あります。

ラグビー校ではラグビーのルーツ以外にも多くの習慣が生まれており、イングランド代表の白

いジャージの元になった白いシャツとショーツと紺色のストッキング、ハーフタイムにサイドを

チェンジする習慣、インターナショナル代表がかぶるキャップ、H 型のゴールポスト、楕円球のボー

ルなどラグビーの起源を示すような証拠が多くこの学校から生まれました。

19 世紀に入り、パブリックスクールでは学校ごとに独自のルールでそれぞれのフットボールを

行なっていた。それぞれ学校で違うルールの統一を目指した協議は長らく行なわれこの統一ルー

ル作成により近代サッカーが本格的に誕生しました。このとき、一部のクラブの代表が、ボール

を持って走ること、ボールを運んでいる相手にハッキング（すねをけること）、トリッピング（引っ

掛けてつまずかせること）およびホールディング（おさえること）を行うことが認められなくなっ

たことに合意できず、FA を脱退した。これがラグビーフットボールとアソシエーションフットボー

ル（サッカー）が分岐した瞬間です。

そして 1871 年、脱退した者たちによって、サッカー協会に対抗して、ラグビー協会が設立さ

れました。

イギリスを構成する4つの非独立国のうち、ウェールズは13世

紀末という早い時期にイングランドに服属し国権の一体化が進ん

でいたため、国旗の中にウェールズの国旗の意匠が取り入られる

ことがありませんでした。その後、政府と議会の成立にまで至っ

たウェールズの国民意識の復興に伴い、イギリスの国民統合の観

点からウェールズのシンボルとなっている「赤い竜」の意匠を取

り込むべきとの主張が一部から提起されています。

会　長　　大　橋　卓　司
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　青　柳　　　淳 クラブ会報・広報・記録委員長　　三　枝　丈　次

●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

ラグビー




